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要　ࢫ　本研究の目的は，ガールスカウトと放課後児童クラブという学校外の組織化された活動におい
て，防犯教育として地域安全マップ作成活動を実践し，その効果検証を行うことであͬた。ガールスカウ
トࢀՃ者21名と放課後児童クラブࢀՃ者18名を対৅として，防犯教育の効果について検討を行ͬた。その
݁果，ࢀՃ者の防犯に関するೳྗが向上し，活動が高くධՁされていることがࣔされた。

Ωʔϫʔυ　防犯教育　地域安全マップ作成活動　組織化された活動　ガールスカウト　放課後児童クラブ

໰୊ͱ໨త
গしてݮ法犯認知件数はϐーク時にൺ΂，大෯にܐ　
いるが，犯ࡑඃ֐へのෆ安は依વとして高いことが指
ఠされている（஛村，2018）。特に，ঁੑや子どもは
犯ࡑのඃ֐者となりやすいことからも，ঁੑや子ども
向けの犯ࡑඃ֐のະવ防ࢭをૂいとした防犯教育の֦
ॆがٻめられている。その際，ैདྷの学校での防犯教
育の実施ͩけでなく，学校外の活動での防犯教育の実
施のՄೳੑも視野に入れていくඞ要があるといえる。
　犯ࡑඃ֐のະવ防ࢭをૂいとした防犯教育として実
施されることが多いのが，小宮（2005）がߟ案した地
域安全マップ作成活動である。この地域安全マップ作

成活動とは，犯ػࡑ会論の防犯ڥ؀設ܭ（Je⒎ery, 
1971）とׂれ૭理論（Kelling � Coles, 1996）に基づ
いて，領域ੑと؂視ੑの観点から「犯ࡑがىこりやす
い場所」と「犯ࡑがىこりにくい場所」を地ਤにかき
出すという体験学習である（小宮，2006）。地域安全
マップ作成活動は，犯ػࡑ会論に基づいて犯ࡑがىこ
りやすい場所（ݥةՕ所）のキーワード「入りやすい，
こりにくい場所（安全Օ所）ىがࡑえにくい」と犯ݟ
のキーワード「入りにくい，ݟえやすい」を理解する
事前学習，ࢀՃ者がࣗらの目ઢでݥةՕ所を点検する
フィールドワーク，֤ࣗでݟつけた犯ࡑがىこりやす
い場所とىこりにくい場所を地ਤであらΘすマップ作
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成，作成したマップをクラスに報告する発表会から構
成されている。地域安全マップ作成活動の教育効果と
しては，ඃ֐防ࢭೳྗをは͡め，ίϛϡχケーγϣン
ೳྗ，地域へのѪண৺，ඇ行防ࢭೳྗといͬた子ども
の防犯に関するೳྗの向上がظ଴されている（小
宮，2006）。
　ۙ年，地域安全マップ作成活動は，教育効果もظ଴
されることから学校現場にੵۃ的に取り入れられてき
ている。しかし，学校の多๩化などをഎܠに地域安全
マップ作成活動に時間をׂくことが೉しいという課題
もଘ在する。実際，これまでの地域安全マップ作成活
動では前ड़のように「事前学習ˠフィールドワークˠ
マップ作成ˠ発表会」というྲྀれで授業時間を໿４ί
マ分ඞ要としていた。こうした課題を解決するため，
大久保他（2019）は地域防犯マップを作成Մೳな防犯
アプリを開発してきた。開発した防犯アプリを活用し
た地域安全マップ作成活動ではフィールドワーク中に
Օ所と安全Օ所のొ録をするため，マップ作成をݥة
行う時間が୹ॖされ，֬認やڞ༗がしやすいというࢴ
ഔ体にはないϝリットがあることがࣔされている（大
久保他，2020）。その一方で，ैདྷのࢴഔ体を用いた
地域安全マップ作成活動とアプリを用いた地域安全
マップ作成活動をൺֱすると，ैདྷのࢴഔ体を用いた
地域安全マップ作成活動のほうが教育効果が高いこと
もࣔされている（大久保・米谷，2019）。
　これまで防犯アプリを活用した地域安全マップ作成
活動は地域ॅ民（大久保他，2023）も対৅としている
が，ओに小学生（大久保・米谷，2019）や中学生（大
久保他，2023），大学生（大久保他，2020）を対৅と
して学校の授業時間内に実施することを念಄に入れて
構成をߟえてきた。しかし，前ड़のように，ঁੑと子
どもが犯ࡑඃ֐にૺいやすいことを౿まえると，学校
での実施ͩけでなく，学校外での実施も視野に入れて
いくඞ要がある。学校外の༷ʑな活動は組織化された
活動（Organized Activities）とݺ͹れ，組織化され
た活動が発ୡに及ぼす影響はւ外においてۙ年注目さ
れてきている（Vandell et al., 2015）。学校外の組織化
された活動では，多๩な学校とはҟなり，地域安全
マップ作成活動に時間をׂくことがՄೳである。した
がͬて，本研究ではঁੑの学校外の活動としてガール
スカウト，子どもの学校外の活動として放課後児童ク
ラブにおいて，防犯教育として防犯アプリを活用した
地域安全マップ作成活動を実践し，その効果検証を
行ͬていく。

　ैདྷのࢴഔ体を用いた地域安全マップ作成活動の教
育効果については，ඃ֐防ࢭೳྗ，ίϛϡχケーγϣ
ンೳྗ，地域へのѪண৺，ඇ行防ࢭೳྗといͬた防犯
に関するೳྗが向上することが実証されている（ᖛ
本・平，2008ʀ平，2007ʀࣲ田・山本・藤田，2010）。
防犯アプリを用いた地域安全マップ作成活動では，ඃ
ೳྗはಉ༷に向上することが໌らかになͬていࢭ防֐
るが，ࢴഔ体を用いた地域安全マップ作成活動とはҟ
なり，ίϛϡχケーγϣンೳྗ，地域へのѪண৺，ඇ
行防ࢭೳྗについてはあまり向上しないことがࣔされ
ている（大久保・米谷，2019）。そこで，本研究では，
ガールスカウトでの防犯教育では防犯アプリを用いた
地域安全マップ作成活動を実践し，ൺֱ的時間をׂく
ことができる放課後児童クラブでの防犯教育ではࢴഔ
体を用いた地域安全マップ作成活動を実践し，その教
育効果について検証を行ͬていく。
　以上を౿まえ，本研究では，ガールスカウトと放課
後児童クラブという学校外の組織化された活動におい
て，防犯教育として地域安全マップ作成活動を実践
し，その効果検証を行うことを目的とする。۩体的に
は，まず，研究１では，ガールスカウトࢀՃ者を対৅
として，防犯教育を実践し，活動の効果検証として防
犯に関するೳྗと活動のධՁについて検討を行う。次
に，研究２では，放課後児童クラブࢀՃ者を対৅とし
て，防犯教育を実践し，活動の効果検証として防犯に
関するೳྗと活動のධՁについて検討を行う。

研究̍
໨త
　研究１では，ガールスカウトࢀՃ者を対৅に防犯教
育として防犯アプリを用いた地域安全マップ作成活動
を実践し，その効果について検討を行うことを目的と
する。
ํ๏

ର৅ऀͱखଓ͖　2023年１月に地域安全マップ作成
活動をガールスカウトࢀՃ者21名に対して実施した。
活動の所要時間は２時間であͬた。なお，分析は
HAD（ਗ਼ਫ, 2016）を用いて実施した。
　地域安全マップ作成活動の実施に際しては，いつで
も活動を中அすることができること，アンケートの݁
果はίンϐϡーターによͬて数ྔ化（ಗ名化）した上
で分析を行い，分析ऴྃ後にアンケート用ࢴはഁغす
ることを事前アンケート実施時に対৅者に఻えた。ま
た，ݸ人の৘報はݫしく؅理され，外部に࿙れること
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がないようにສ全の഑ྀをし，ݸ人名が特定されるこ
とがないことも事前アンケート実施時に対৅者に఻え
た。

஍Ҭ҆શϚοϓ࡞੒׆ಈͷྲྀΕ　地域安全マップ作
成活動のྲྀれとしては，これまでの防犯アプリを用い
た実践（大久保他，2019，2023）とಉ༷に「事前学習
ˠフィールドワークˠ発表会」という構成とした。事
前学習では，防犯とは犯ࡑをະવに防ࢭすることであ
り，防犯においてॏ要なのは人ではなく場所に注目す
ることであり，さらにݥةՕ所のキーワード「ݟえに
くい」「入りやすい」と安全Օ所のキーワード「ݟえ
やすい」「入りにくい」について，イラストを提ࣔし
ながらઆ໌を行ͬた。なお，犯ࡑ৺理学をઐ門とする
大学教員が授業者として，事前学習と発表会を୲౰し
た。そして，３，４名でグループを作ͬてもらい，グ
ループごとに，ݥة・安全Օ所を点検して，防犯アプ
リ上にొ録するフィールドワークを行ͬた。フィール
ドワーク後の発表会では，グループでొ録Օ所のσー
タを֬認し，ొ録Օ所とその理由について発表を行ͬ
てもらい，犯ࡑ৺理学をઐ門とする大学教員が発表に
対してフィードバックを行ͬた。最後に，フィールド
ワークを行い気づいたことや犯ࡑඃ֐にૺΘないため
にԿができるのかをߟえてもらͬた。

Ξϯέʔτௐࠪ　アンケートௐ査では，ᶃ防犯に関
するೳྗ，ᶄアプリを用いた地域安全マップ作成活動
のධՁについてਘͶた。ᶃは活動前後にਘͶ，ᶄは活
動後にのみਘͶた。
　ᶃ防犯に関するೳྗ：防犯に関するೳྗはᖛ本・平

（2008）の「ඃ֐防ࢭೳྗ」，「ίϛϡχケ－γϣンೳ
ྗ」，「地域へのѪண৺」，「ඇ行防ࢭೳྗ」の４因子か
らなる防犯に関するೳྗई౓24項目を࢖用した。֤項
目に対して，「ͥΜͥΜそうࢥΘない」（１点）から「す
ごくそうࢥう」（４点）の４件法でճ౴をٻめた。
　ᶄアプリを用いた地域安全マップ作成活動のධՁ：
活動のධՁは，「ָしかͬた」，「やりがいがあͬた」，

「またやりたいとͬࢥた」，「人とのつながりを͡ײ

た」，「ษڧになͬた」の５項目を࢖用した。֤項目に
対して，「あてはまらない」（１点）から「あてはまる」

（５点）の５件法でճ౴をٻめた。
݁Ռͱ࡯ߟ

ΨʔϧεΧ΢τࢀՃऀͷ๷൜ʹؔ͢ΔೳྗͷมԽͷ
防犯アプリを用いた地域安全マップ作成活動を　౼ݕ
行ͬたガールスカウトࢀՃ者の防犯に関するೳྗの変
化について検討するため，地域安全マップ作成活動前
後 の 防 犯 に 関 す る ೳ ྗ に つ い て t検 定 を 行 ͬ た

（Table 1）。その݁果，ඃ֐防ࢭೳྗ（t（17）́ 6.364，
pʻ.001），ίϛϡχケーγϣンೳྗ（t（17）́ 2.829，
pʻ.05），地域へのѪண৺（t（17）́ 2.718，pʻ.05）に
おいて，活動後にಘ点が༗ҙに高くなることがࣔされ
た。以上の݁果から，防犯アプリを用いた地域安全
マップ作成活動によͬてガールスカウトࢀՃ者の防犯
に関するೳྗが向上することが໌らかとなͬた。
　本研究の݁果から，大学生を対৅とした大久保他

（2020）や中学生を対৅とした大久保他（2023）とಉ
༷に，防犯アプリを用いた地域安全マップ作成活動後
にガールスカウトࢀՃ者の防犯に関するೳྗが向上す
ることがࣔされた。学校での活動ͩけでなく，ガール
スカウトにおいてもಉ༷の݁果がಘられたことから，
防犯アプリを用いた地域安全マップ作成活動は防犯に
関するೳྗの向上に効果のある活動といえる。

ΨʔϧεΧ΢τࢀՃऀͷ׆ಈͷධՁͷݕ౼　防犯ア
プリを用いた地域安全マップ作成活動のガールスカウ
トࢀՃ者のධՁについて検討するため，֤項目の平ۉ
とඪ४ภࠩをࢉ出した（Table 2）。その݁果，「ָし
かͬた」で平ۉが4.667（SDʹ0.594），「やりがいがあͬ
た」で平ۉが4.556（SDʹ0.705），「またやりたいとͬࢥ
た」で平ۉが4.444（SDʹ0.705），「人とのつながりを
「になͬたڧษ」，が4.167（SDʹ0.786）ۉた」で平͡ײ
で平ۉが4.611（SDʹ0.502）であͬた。以上の݁果か
ら，防犯アプリを用いた地域安全マップ作成活動は高
いධՁがಘられることが໌らかとなͬた。
　これらの݁果から，防犯アプリを用いた地域安全

5BCMF 1　ΨʔϧεΧ΢τࢀՃऀʹ͓͚Δ׆ಈલޙͷ๷൜ʹؔ͢Δೳྗͷฏۉ஋ͱUݕఆ݁Ռ
活動前 活動後 t஋ 効果ྔ（d）

ඃ֐防ࢭೳྗ 18.556（2.281） 21.556（2.148） 6.364 ��� 1.36
ίϛϡχケーγϣンೳྗ 19.111（2.139） 20.333（2.275） 2.829 � 0.56
地域へのѪண৺ 19.500（2.572） 20.222（2.533） 2.718 � 0.29
ඇ行防ࢭೳྗ 21.722（1.776） 22.222（1.353） 1.638 0.32

�pʻ.05 ���pʻ.001
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マップ作成活動のධՁは全て平ۉが４点を超えている
ことがࣔされた。ガールスカウトࢀՃ者にとͬて，ָ
しく，やりがいがあり，人とのつながりを͡ײられる
といͬた動ػづけを高め，関ੑ܎を知֮でき，新たな
学びをಘることができる活動であͬたことがਪଌされ
る。

研究̎
໨త
　研究２では，放課後児童クラブࢀՃ者を対৅に防犯
教育としてࢴഔ体を用いた地域安全マップ作成活動を
実践し，その効果について検討を行うことを目的とす
る。
ํ๏

ର৅ऀͱखଓ͖　2023年８月に地域安全マップ作成
活動を４ʙ６年生の放課後児童クラブࢀՃ者18名に対
して実施した。活動の所要時間は３時間であͬた。な
お，研究１とಉ༷に分析はHAD（ਗ਼ਫ，2016）を用
いて実施した。
　地域安全マップ作成活動の実施に際しては，研究１
とಉ༷にいつでも活動を中அすることができること，
アンケートの݁果はίンϐϡーターによͬて数ྔ化

（ಗ名化）した上で分析を行い，分析ऴྃ後にアン
ケート用ࢴはഁغすることを事前アンケート実施時に
対৅者に఻えた。また，ݸ人の৘報はݫしく؅理さ
れ，外部に࿙れることがないようにສ全の഑ྀをし，
人名が特定されることがないことも事前アンケートݸ
実施時に対৅者に఻えた。

஍Ҭ҆શϚοϓ࡞੒׆ಈͷྲྀΕ　地域安全マップ作
成活動のྲྀれとしては，これまでのࢴഔ体を用いた実
践（ᖛ本・平，2008ʀ平，2007）とಉ༷に「事前学習
ˠフィールドワークˠマップ作成ˠ発表会」という構
成とした。事前学習では，研究１とಉ༷に防犯とは犯
することであり，防犯においてॏ要なࢭをະવに防ࡑ
のは人ではなく場所に注目することであり，さらにة
と「入りやすい」「えにくいݟ」Օ所のキーワードݥ

安全Օ所のキーワード「ݟえやすい」「入りにくい」
について，イラストを提ࣔしながらઆ໌を行ͬた。な
お，防犯サークルの大学生が授業者として，事前学習
と発表会を୲౰した。そして，３，４名でグループを
作ͬてもらい，֤グループに１名の防犯サークルの学
生がϝンターとなる構成とした。そして，グループご
とに，ݥة・安全Օ所を点検して，ࢴഔ体に記録する
フィールドワークを行ͬた。フィールドワーク後に，
グループごとに໛଄ࢴを用いて，記録したݥة・安全
Օ所を書き出した地域安全マップを作成してもらͬ
た。発表会では，グループで書き出したݥة・安全Օ
所を֬認し，ݥة・安全Օ所とその理由について発表
を行ͬてもらい，防犯サークルの学生が発表に対して
フィードバックを行ͬた。最後に，フィールドワーク
を行い気づいたことや犯ࡑඃ֐にૺΘないためにԿが
できるのかをߟえてもらͬた。

Ξϯέʔτௐࠪ　アンケートௐ査では，研究１とಉ
༷に，ᶃ防犯に関するೳྗ，ᶄアプリを用いた地域安
全マップ作成活動のධՁについてਘͶた。ᶃは活動前
後にਘͶ，ᶄは活動後にのみਘͶた。
　ᶃ防犯に関するೳྗ：防犯に関するೳྗは研究１と
ಉ༷にᖛ本・平（2008）の「ඃ֐防ࢭೳྗ」，「ίϛϡ
χケ－γϣンೳྗ」，「地域へのѪண৺」，「ඇ行防ࢭೳ
ྗ」の４因子からなる防犯に関するೳྗई౓24項目を
「ΘないࢥΜͥΜそうͥ」，用した。֤項目に対して࢖

（１点）から「すごくそうࢥう」（４点）の４件法でճ
౴をٻめた。
　ᶄ地域安全マップ作成活動のධՁ：活動のධՁは研
究１とಉ時に，「ָしかͬた」，「やりがいがあͬた」，

「またやりたいとͬࢥた」，「人とのつながりを͡ײ
た」，「ษڧになͬた」の５項目を࢖用した。֤項目に
対して，「あてはまらない」（１点）から「あてはまる」

（５点）の５件法でճ౴をٻめた。
݁Ռͱ࡯ߟ

์՝ࣇޙಐΫϥϒࢀՃऀͷ๷൜ʹؔ͢ΔೳྗͷมԽ
ͷࢴ　౼ݕഔ体を用いた地域安全マップ作成活動を

5BCMF 2　ΨʔϧεΧ΢τࢀՃऀʹ͓͚Δ׆ಈͷධՁͷฏۉͱඪ४ภࠩ

項目 あてはまる どͪらかというと
あてはまる

どͪらとも
いえない

どͪらかというと
あてはまらない あてはまらない Mean SD

ָしかͬた 13 （72.2ˋ） 4 （22.2ˋ） 1 （5.6ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.667 0.594
やりがいがあͬた 12 （66.7ˋ） 4 （22.2ˋ） 2 （11.1ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.556 0.705
またやりたいとͬࢥた 10 （55.6ˋ） 6 （33.3ˋ） 2 （11.1ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.444 0.705
人とのつながりを͡ײた 7 （38.9ˋ） 7 （38.9ˋ） 4 （22.2ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.167 0.786
ษڧになͬた 11 （61.1ˋ） 7 （38.9ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.611 0.502
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で平ۉが4.667（SDʹ0.686）であͬた。以上の݁果か
ら，ࢴഔ体を用いた地域安全マップ作成活動は高いධ
Ձがಘられることが໌らかとなͬた。
　これらの݁果から，ࢴഔ体を用いた地域安全マップ
作成活動のධՁは全て平ۉが４点を超えていることが
ࣔされた。研究１とಉ༷に，放課後児童クラブࢀՃ者
にとͬて，ָしく，やりがいがあり，人とのつながり
を͡ײられるといͬた動ػづけを高め，関ੑ܎を知֮
でき，新たな学びをಘることができる活動であͬたこ
とがਪଌされる。

総合࡯ߟ
　本研究では，ガールスカウトと放課後児童クラブと
いう学校外の組織化された活動において，防犯教育と
して地域安全マップ作成活動を実践し，その効果検証
を行うことを目的とした。۩体的には，まず，研究１
では，ガールスカウトࢀՃ者を対৅として，防犯アプ
リを用いた地域安全マップ作成活動を実践し，活動の
効果検証として防犯に関するೳྗと活動のධՁについ
て検討を行ͬた。次に，研究２では，放課後児童クラ
ブࢀՃ者を対৅として，ࢴഔ体を用いた地域安全マッ
プ作成活動を実践し，活動の効果検証として防犯に関
するೳྗと活動のධՁについて検討を行ͬた。その݁
果，ガールスカウトࢀՃ者と放課後児童クラブࢀՃ者
ともに防犯に関するೳྗが向上することが໌らかと
なͬた。また，ガールスカウトࢀՃ者と放課後児童ク
ラブࢀՃ者ともに活動をධՁしていることが໌らかと

行ͬた放課後児童クラブࢀՃ者の防犯に関するೳྗの
変化について検討するため，地域安全マップ作成活動
前後の防犯に関するೳྗについてt検定を行ͬた

（Table 3）。その݁果，ඃ֐防ࢭೳྗ（t（17）́ 4.043，
pʻ.01），ίϛϡχケーγϣンೳྗ（t（17）́ 3.220，
pʻ.01），地域へのѪண৺（t（17）́ 3.224，pʻ.01），ඇ
行防ࢭೳྗ（t（17）́ 3.515，pʻ.01）において，活動
後にಘ点が༗ҙに高くなることがࣔされた。以上の݁
果から，ࢴഔ体を用いた地域安全マップ作成活動に
よͬて放課後児童クラブࢀՃ者の防犯に関するೳྗが
向上することが໌らかとなͬた。
　本研究の݁果から，ઌ行研究（ᖛ本・平，2008ʀ平，
2007ʀ大久保・米谷，2019）とಉ༷に，ࢴഔ体を用い
た地域安全マップ作成活動後に放課後児童クラブࢀՃ
者の防犯に関するೳྗが向上することがࣔされた。研
究１とはҟなり，ඇ行防ࢭೳྗにおいても༗ҙࠩが認
められたことから，ࢴഔ体を用いた地域安全マップ作
成活動は防犯に関するೳྗの向上により効果のある活
動といえる。

์՝ࣇޙಐΫϥϒࢀՃऀͷ׆ಈͷධՁͷࢴ　౼ݕഔ
体を用いた地域安全マップ作成活動の放課後児童クラ
ブࢀՃ者のධՁについて検討するため，֤項目の平ۉ
とඪ४ภࠩをࢉ出した（Table 4）。その݁果，「ָし
かͬた」で平ۉが4.778（SDʹ0.428），「やりがいがあͬ
た」で平ۉが4.333（SDʹ1.085），「またやりたいとͬࢥ
た」で平ۉが4.167（SDʹ0.924），「人とのつながりを
「になͬたڧษ」，が4.056（SDʹ1.162）ۉた」で平͡ײ

5BCMF 3　์՝ࣇޙಐΫϥϒࢀՃऀʹ͓͚Δ׆ಈલޙͷ๷൜ʹؔ͢Δೳྗͷฏۉ஋ͱUݕఆ݁Ռ
活動前 活動後 t஋ 効果ྔ（d）

ඃ֐防ࢭೳྗ 17.667（4.576） 21.000（2.401） 4.043 �� 0.92
ίϛϡχケーγϣンೳྗ 16.500（4.004） 19.000（2.870） 3.220 �� 0.72
地域へのѪண৺ 16.667（5.314） 19.444（4.190） 3.224 �� 0.58
ඇ行防ࢭೳྗ 19.667（3.850） 21.278（3.159） 3.515 �� 0.46

��pʻ.01

5BCMF 4　์՝ࣇޙಐΫϥϒࢀՃऀʹ͓͚Δ׆ಈͷධՁͷฏۉͱඪ४ภࠩ

項目 あてはまる どͪらかというと
あてはまる

どͪらとも
いえない

どͪらかというと
あてはまらない あてはまらない Mean SD

ָしかͬた 14 （77.8ˋ） 4 （22.2ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.778 0.428
やりがいがあͬた 11 （61.1ˋ） 4 （22.2ˋ） 2 （11.1ˋ） 0 （0.0ˋ） 1 （5.6ˋ） 4.333 1.085
またやりたいとͬࢥた 8 （44.4ˋ） 6 （33.3ˋ） 3 （16.7ˋ） 1 （5.6ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.167 0.924
人とのつながりを͡ײた 8 （44.4ˋ） 6 （33.3ˋ） 2 （11.1ˋ） 1 （5.6ˋ） 1 （5.6ˋ） 4.056 1.162
ษڧになͬた 14 （77.8ˋ） 2 （11.1ˋ） 2 （11.1ˋ） 0 （0.0ˋ） 0 （0.0ˋ） 4.667 0.686
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なͬた。
　ガールスカウトࢀՃ者と放課後児童クラブࢀՃ者と
もに防犯に関するೳྗの向上が認められたことから，
学校外の組織化された活動での防犯教育の効果がࣔࠦ
された。防犯アプリを用いた地域安全マップ作成活動
の検証を行ͬた研究１では，ैདྷのࢴഔ体を用いた地
域安全マップ作成活動にۙい教育効果がಘられたこと
からも，防犯アプリを用いた防犯教育の内容の改ળ

（大久保他，2020）などにより，防犯アプリを用いた
地域安全マップ作成活動であͬても教育効果が著しく
，গすることはないことがࣔされたといえる。またݮ
ൺֱ的時間に༨༟のある学校外の組織化された活動に
おいても，地域安全マップ作成活動にׂく時間がগな
い場合は，防犯アプリを用いた活動を行うことで効果
的な防犯教育を行えることがࣔされたといえる。
ഔ体を用いた地域安全マップ作成活動の検証をࢴ　
行ͬた研究２では，防犯アプリを用いた地域安全マッ
プ作成活動の検証を行ͬた研究１とはҟなり，ඇ行防
ഔ体ࢴ，ೳྗにおいても༗ҙࠩがみられた。さらにࢭ
を用いた地域安全マップ作成活動は，ඃ֐防ࢭೳྗ以
外のίϛϡχケーγϣンೳྗ，地域へのѪண৺，ඇ行
防ࢭೳྗにおいて効果ྔも高く，より教育効果がある
ことがࣔされた。このことからも，学校外の組織化さ
れた活動において，地域安全マップ作成活動にׂく時
間に༨༟がある場合は，ࢴഔ体を用いた活動を行うこ
とでより効果的な防犯教育を行えることがࣔされたと
いえる。
　また，ࠓճ，アプリを用いた地域安全マップ作成活
動のධՁについて検討した݁果，ガールスカウトࢀՃ
者と放課後児童クラブࢀՃ者ともに活動をධՁしてい
ることから，ガールスカウトࢀՃ者と放課後児童クラ
ブࢀՃ者といͬた学校外の組織化された活動のࢀՃ者
にとͬてな͡みやすい活動であͬたことがࣔࠦされ
た。アプリによる活動は大久保・鈴木（2022）がࣔし
ているようにχーζがあることから，ࠓ後は時間がׂ
ける場合にはࢴഔ体を用いた活動，時間がׂけない場
合には防犯アプリを用いた活動といͬたように活動時
間にԠ͡て࢖い分けていくこともՄೳになるといえ
る。
，えられる。１点目はߟ後の課題としては，３点ࠓ　
学校外での組織化された活動の内容やࢀՃ者の要因の
検討である。これは学校外での組織化された活動の内
容とも関܎するが，ガールスカウトࢀՃ者と放課後児
童クラブࢀՃ者では，もともとの関৺にࠩがあること

が༧ଌされ，防犯に関するೳྗのϕースラインもҟ
なͬていた。ࠓ後は༷ʑな学校外の組織化された活動
において，防犯教育を実践し，その効果について検討
を行ͬていくඞ要があるといえる。２点目は，ࢴഔ体
を用いた地域安全マップ作成活動と防犯アプリを用い
た地域安全マップ作成活動のൺֱ検討である。これま
での研究（大久保・米谷，2019）とಉ༷に，本研究に
おいてもࢴഔ体を用いた地域安全マップ作成活動のほ
うが教育効果があることがࣔされたが、本研究では
ガールスカウトࢀՃ者と放課後児童クラブࢀՃ者とい
うҟなる学校外の活動のࢀՃ者を対৅としたため、ಉ
͡学校外の活動においてもಉ༷の݁果がಘられるのか
について検討を行ͬていくඞ要があるといえる。３点
目は，事前学習の授業者の要因の検討である。ࠓճ，
ガールスカウトࢀՃ者を対৅とした活動では犯ࡑ৺理
学をઐ門とする大学教員が授業者として，事前学習と
発表会を୲౰した。一方，放課後児童クラブࢀՃ者を
対৅とした活動では，防犯サークルの大学生が授業者
として，事前学習と発表会を୲౰した。したがͬて，
ガールスカウトを対৅とした活動と放課後児童クラブ
を対৅とした活動の効果のҧいは授業者の属ੑによる
Մೳੑもߟえられる。したがͬて，授業者の要因につ
いても検討を行ͬていくඞ要があるといえる。
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